
広
報

☆収集するごみ
道路上などに散乱している空き缶、空きビ
ン、紙くずなど。

☆収集しないごみ
・家庭ごみ
・家電四品目(テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗
濯機)、不法投棄自転車。※これらのごみは
別途、市まで連絡してください。

☆ごみの処理
清掃したごみは、燃えるごみ(赤い袋)、金
属・陶器類(青い袋)、ビン・ガラス類(オレ
ンジ色の袋)に分別し、各行政区で決められ
た、ごみゼロ運動時の集積場所に出してく
ださい。

※集積場所は各行政区の環境衛生推進員にお
尋ねください。

☆ごみ袋

各行政区の環境衛生推進員に配布します。清掃したごみを入れる袋が不足する場合は、環境衛生推進
員を通じて市まで連絡してください。

【問い合わせ先】 リサイクル推進課　内線３８６・３８７

◎災害援護資金の貸付について ………………2
◎6月から国民健康保険税の納期が始まります！……3
◎市・県民税 改正のお知らせ …………………4
◎し尿処理手数料についてのお知らせ ………11
◎お知らせコーナー ………………………15～18

◎筑紫野市公式ホームページアドレスbhttp://www.city.chikushino.fukuoka.jp/
◎ホームページ音声発信・FAXサービス番号b1９１８局３３６６
◎「広報ちくしの」は市公式ホームページで最新号と過去２号分を全面公開しています。

ごみゼロ運動は筑紫野市民が主体となって、快適な生活環境を実現するための運動です。普段のマナ
ーやポイ捨てなど、生活習慣を考える機会にもなります。地域美化に参加して、清潔感のある地域生活
を送れるようにしましょう。
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◆
貸
付
限
度
額

▽
世
帯
主
の
１
カ
月
以
上
の
負
傷
の

場
合

・
家
財
の
損
害
が
な
い
場
合

b

１
５
０
万
円

・
家
財
の
１
／
３
以
上
の
損
害
　
　
　

b

２
５
０
万
円

・
住
居
の
半
壊
　b

２
７
０
万
円

・
住
居
の
全
壊
　b

３
５
０
万
円

▽
世
帯
主
の
負
傷
が
な
い
場
合

・
家
財
の
１
／
３
以
上
の
損
害

b

１
５
０
万
円

・
住
居
の
半
壊
　b

１
７
０
万
円

・
住
居
の
全
壊
　b

２
５
０
万
円

▽
住
宅
全
体
が
滅
失

b

３
５
０
万
円

◆
償
還
期
限

10
年
間(

３
年
間
据

置
き)

◆
償
還
利
息

年
３
％(

据
置
き
期

間
中
は
無
利
子)

◆
所
得
制
限

世
帯
人
数
に
対
す
る
市
町
村
民
税

の
前
年
総
所
得
制
限
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
１
人
の
場
合
　
２
２
０
万
円

・
２
人
の
場
合
　
４
３
０
万
円

・
３
人
の
場
合
　
６
２
０
万
円

・
４
人
の
場
合
　
７
３
０
万
円

・
５
人
以
上
の
場
合

１
人
増
す
ご

と
に
７
３
０
万
円
に
30
万
円
を
加

え
た
額

◆
申
し
込
み
期
限

平
成
17
年
６
月
20
日(

月)

◆
問
い
合
わ
せ
先

市
生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
担
当

1
９
２
３
局
１
１
１
１

内
線
３
２
８

ま
た
、
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

が
生
活
福
祉
資
金(

災
害
援
護
資
金)

の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
緊
急
小
口
資
金

緊
急
か
つ
一
時
的
に
生
計
の
維
持

が
困
難
と
な
っ
た
場
合

○
対
象
者

低
所
得
世
帯

○
貸
付
限
度
額

５
万
円
以
内

○
償
還
期
間

４
カ
月
以
内(

２
カ

月
据
置
き)

○
償
還
利
息

年
３
％

■
災
害
援
護
資
金

住
宅
の
補
修
や
家
財
道
具
の
購
入

が
必
要
と
な
っ
た
世
帯

○
対
象
者

低
所
得
世
帯

○
貸
付
限
度
額

１
５
０
万
円
以
内

○
償
還
期
間

７
年
以
内(

６
カ
月

据
置
き)

○
償
還
利
息

年
３
％

■
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
　
　

1
９
２
０
局
８
０
０
８

2

平
成
17
年
３
月
20
日
に
発
生
し
た

福
岡
県
西
方
沖
地
震
の
被
災
者
に
、

災
害
復
旧
に
か
か
る
費
用
の
貸
し
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
月
20
日
・
10
時
53
分
ご
ろ
、
玄
界
灘
を
震
源
地
と
し
て
発
生
し
た
福
岡
県
西
方
沖
地
震
お
よ
び
４
月

20
日
・
６
時
11
分
ご
ろ
に
発
生
し
た
余
震
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
こ
の
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
市
役
所
の
震
度
計
で
そ
れ
ぞ
れ
震
度
４
を
観
測
し
ま
し
た
。
地
震
発
生
直
後
に
災

害
対
策
警
戒
本
部
を
設
置
し
、
被
害
状
況
の
確
認
と
そ
の
被
害
に
応
じ
た
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
内

に
お
い
て
は
、
石
垣
な
ど
の
損
壊
や
屋
根
瓦
の
落
下
な
ど
家
屋
の
一
部
に
被
害
が
生
じ
ま
し
た
が
、
人
的

被
害
は
な
く
、
ま
た
公
共
施
設
の
被
害
も
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
余
震
の
推
移
に
つ
い
て
、
十
分
に
注
視
し
な
が
ら
、
ま
た
、
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
危
険
性

が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
万
全
の
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。筑

紫
野
市
長
　
平
原
四
郎

地震！いざという時は！

まず身の安全を…
地震を感じたら、丈夫なテーブルや机な
どに身をかくしましょう。座布団などで
頭を保護することも大切です。

1

出口の確保と冷静な行動
ドアや窓が変形して開かなくなることが
あるので、まず玄関などを開けて避難口
を確保しておきます。その後、あわてず
に落下物などに注意して避難します。

3

すばやく火の始末を…
台所などの火の始末はもちろん、
万一火災が発生しても、火が小さ
いうちに初期消火を心掛けましょう。

2

激しい揺れが襲う

揺れがおさまる
揺れが小さくなる

火の始末と出口の確保

協力して初期消火や救助を行う

隣近所を見回る（けが人などはいないか）

まず、安全な場所へ身を隠し。体
を守る（可能ならば火の始末と出
口の確保を行う）

０～２分

２～３分

３～15分

落下物や倒れやすいものに注意して
落ち着いて避難する

▼

▼

▼

▼

▼

▼
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3

保
険
税
の
納
付
義
務
者
は

世
帯
主
で
す
！

保
険
税
納
付
の
義
務
は
世
帯
主
に

あ
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
の
加
入

は
世
帯
ご
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
も

し
世
帯
主
が
加
入
し
て
い
な
く
て
も

世
帯
の
中
に
加
入
者
が
い
れ
ば
、
世

帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

（
こ
の
よ
う
な
世
帯
を
「
擬
制
世
帯
」

と
呼
び
ま
す
）

※
擬
制
世
帯
に
お
い
て
一
定
の
条
件

を
み
た
せ
ば
、
申
出
に
よ
り
国
保

制
度
上
の
世
帯
主
を
変
更
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
担

当
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で
！

口
座
振
替
に
す
る
と
、
保
険
税
は

指
定
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
る
の
で
、
納
め
に
行
く
手
間
が

省
け
、納
め
忘
れ
も
な
く
安
心
で
す
。

申
し
込
み
は
、
振
り
替
え
開
始
希

望
月
の
１
カ
月
前
ま
で
に
、
金
融
機

関
の
窓
口
で
直
接
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
第
１
期
か
ら
第
９
期
と
は
別
に
納

期
限
が
指
定
さ
れ
た
も
の
や
納
期

限
が
過
ぎ
た
も
の
、
平
成
16
年
度

以
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ

た
保
険
税
は
、
引
き
落
と
し
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

介
護
保
険
第
２
号
被
保
険

者(

40
歳
以
上
65
歳
未
満)

で
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
は

第
２
号
被
保
険
者(

40
歳
以
上
65

歳
未
満)

は
、
医
療
保
険
分
に
介
護

保
険
分
を
合
わ
せ
て
ひ
と
つ
の
国
民

健
康
保
険
税
と
し
て
納
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
介
護
保
険
分
の
納
付

額
は
世
帯
の
第
２
号
被
保
険
者
の
人

数
や
所
得
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
ま

す
。

加
入
・
脱
退
の
手
続
は

お
済
み
で
す
か
？

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
か
ら
外
れ

た
と
き
に
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
届
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
会

社
の
健
康
保
険
な
ど
が
新
し
く
で
き

た
と
き
に
は
、
国
民
健
康
保
険
を
脱

退
す
る
届
出
が
必
要
で
す
。

加
入
の
届
出
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、

資
格
が
発
生
し
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
そ
の

他
の
健
康
保
険
と
の
二
重
加
入
と
な

り
、
健
康
保
険
料
と
保
険
税
を
二
重

に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。保

険
証
が
変
更
に
な
っ
た
ら
、
必

ず
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

保
険
税
を
長
い
間

納
め
な
い
で
い
る
と

特
別
の
事
情
も
な
く
保
険
税
を
滞

納
す
る
と
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
な

ど
、
地
方
税
法
に
基
づ
く
処
分
を
受

け
ま
す
。

ま
た
、
滞
納
が
長
期
間
に
及
ぶ
と

国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
き
「
被
保

険
者
証
」
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
、

か
わ
っ
て「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
医
療

機
関
で
の
自
己
負
担
は
10
割
と
な

る
ほ
か
、
保
険
給
付
の
一
時
差
し
止

め
や
滞
納
保
険
税
へ
の
強
制
充
当
な

ど
の
措
置
を
受
け
ま
す
。

ど
う
し
て
も
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

６６
月月が

つ

かか
らら
国国こ

く

民民み
ん

健健け
ん

康康こ
う

保保ほ

険険け
ん

税税ぜ
い

のの

納納の
う

期期き

がが
始始は

じ

まま
りり
まま
すす
！！

所得割(前年の所得に応じて)

均等割(1人当たり)

平等割(1世帯当たり)

課税限度額

7.5％

26,000円

26,000円

530,000円

0.7％

8,300円

――――

80,000円

医療保険分 介護保険分

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
み
な
さ
ん

に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
は
、
加

入
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た

め
の
費
用
や
出
産
育
児
一
時
金
な
ど

の
給
付
に
使
わ
れ
る
大
切
な
財
源
で

す
。保

険
税
を
納
め
な
い
人
が
い
る
と
、

財
源
の
不
足
に
よ
り
国
民
健
康
保
険

の
健
全
な
運
営
が
困
難
に
な
り
ま

す
。
必
ず
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
税
の
納
期
は
６
月
か
ら
翌
年

２
月
ま
で
の
年
９
回
で
、
納
期
限
は

毎
月
末
日
で
す
。
月
末
が
土
・
日
曜

日
や
祝
日
の
場
合
は
翌
月
の
月
曜
日

が
納
期
限
で
す
。(

第
７
期
の
納
期

限
は
12
月
26
日
で
す)

納
税
通
知
書
は
６
月
中
旬
に
郵
送

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

▽
届
出
・
課
税
内
容
に
つ
い
て

国
保
年
金
課
国
保
担
当(

６
番
窓
口)

内
線
２
８
３
〜
２
８
５

▽
納
付
相
談
に
つ
い
て

収
税
課
収
税
担
当(

２
番
窓
口)

内
線
２
７
６
〜
２
７
８

◎国民健康保険税の税率など　(この金額は年間の税額です)
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安
全
で
安
定
し
た
水
道
水
が

供
給
で
き
ま
す

○
筑
紫
野
市
水
道
の
水
源

筑
紫
野
市
で
は
、
４
つ
の
水
源
に

よ
り
皆
さ
ん
の
家
庭
へ
水
を
供
給
し

て
い
ま
す
。
自
己
水
源
で
あ
る
水
呑

ダ
ム
・
常
松
浄
水
場
で
の
取
水
に
よ

る
も
の
と
、
山
神
ダ
ム
を
水
源
と
す

る
山
神
水
道
企
業
団
及
び
江
川
ダ
ム

や
筑
後
川
を
水
源
と
す
る
福
岡
地
区

水
道
企
業
団
の
用
水
供
給
事
業
者
か

ら
の
受
水(

水
を
購
入)

に
よ
る
も
の

で
す
。

こ
の
水
源
の
施
設
能
力
は
日
量
２

万
６
８
０
０
㎥
で
し
た
が
、
海
水
淡

水
化
の
稼
動(

６
９
０
０
㎥)

に
よ
り
、

さ
ら
に
水
の
確
保
が
で
き
ま
し
た
。

○
安
全
で
安
定
し
た
水
の
供
給

本
市
で
は
、
こ
の
４
つ
の
水
源
の

水
を
バ
ル
ブ
調
整
な
ど
で
水
融
通
し

な
が
ら
安
定
供
給
に
努
め
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
の
海
水
淡
水
化
の
稼
動

に
伴
い
受
水
量
が
増
加
し
た
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
の
水
需
要
に
対
す
る
対
応

や
渇
水
期
に
お
い
て
も
、
よ
り
安
定

し
た
供
給
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
水
源
の
確
保
が
十
分
で

な
か
っ
た
た
め
、
大
変
な
不
便
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
安
心
し
て

水
を
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
水
源
や
水
量
と
と
も
に
水

道
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
水
質

と
そ
の
安
全
性
で
す
。

水
道
は
、
定
期
的
に
給
水
栓(

蛇

口)

や
浄
水
場
の
浄
水
お
よ
び
原
水

の
水
を
採
取
し
、
水
道
法
に
基
づ
き

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
な
検
査

項
目
は
、
シ
ア
ン
イ
オ
ン
、
水
銀
、

有
機
リ
ン
な
ど
の
有
機
物
質
や
大
腸

菌
群
な
ど
の
有
無
の
ほ
か
、
発
ガ
ン

性
物
質
で
あ
る
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
の

検
査
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
各
家
庭
へ
お
届
け
す
る

水
道
水
は
、
水
道
法
に
基
づ
く
基
準

に
適
合
し
た
安
全
な
水
で
す
。

水
道
利
用
特
別
加
入
金
を
改
定

○
改
定
の
要
旨

市
で
は
、
一
定
以
上
の
住
宅
な
ど

を
建
設
す
る
場
合
に
は
開
発
戸
数
な

ど
に
応
じ
た
特
別
加
入
金
を
納
付
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

水
資
源
の
有
効
利
用
を
積
極
的
に

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
水
の
安
定
供

給
を
図
る
た
め
、
節
水
設
備
機
器
を

設
置
し
た
場
合
に
特
別
加
入
金
を
減

額
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
度
、
海
水
淡
水
化
の
稼
動

に
よ
り
水
源
の
確
保
が
で
き
た
た

め
、
６
月
30
日
で
廃
止
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
特
別
加

入
金
の
額
を
次
の
と
お
り
一
部
改
定

い
し
ま
す
。(

水
道
料
金
お
よ
び
下

水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て
は
広

報
ち
く
し
の
５
月
１
日
号
で
掲
載
し

て
い
ま
す)

○
適
用
期
日

平
成
17
年
７
月
１
日
以
後
の
給

水
装
置
工
事
申
込
書
受
理
分
か
ら
適

用
し
ま
す
。

4

６月１～７日は水
すい

道
どう

週
しゅう

間
かん

です!!

●問い合わせ先 上下水道部管理課　1９２３局７１１３

居住用建物等10戸以上

事業用(受水槽方式)10㎥以上

分譲・建売り分譲10区画(戸・世帯)以上

441,000円×戸数

504,000円×1日最大使用水量

441,000円×区画数

262,500円×戸数

325,500円×1日最大使用水量

262,500円×区画数

区　　　分 現　　行 改　定　後
特
別
加
入
金
表

市
し

・県
けん

民
みん

税
ぜい

改
かい

正
せい

のお知
し

らせ
税制度の改正により所得控除の配偶者特別控除および市・県民税の均等割が次のとおり変わります。

○配偶者特別控除(上乗せ部分)の廃止
配偶者特別控除のうち、控除対象配偶者(合計所得金額38万円以下の配偶者)について配偶者控除に上乗せして

適用されていた重複部分の控除は、平成17年度の市・県民税から廃止されます。

○生計同一の妻に対する市・県民税均等割非課税措置の段階的廃止
市・県民税均等割の納税義務を負う夫と生計を同一にする妻で、夫と同じ市内に住所を有する人に対する非課

税措置が段階的に廃止されます。

均等割は合計所得金額が一定の金額を超えると課税されますが、平成17年度分は年税額の２分の１で課税し、

平成18年度分から全額課税になります。

※市・県民税の均等割額は年４,０００円です。

●問い合わせ先 税務課市民税担当　内線２６６～２６８・２７４



■
自
動
交
付
機
の
設
置
場
所
と

利
用
時
間

●
市
役
所
本
庁
舎

(

本
館
正
面
入
口
横)

・
利
用
日
　
１
月
４
日
〜
12
月
28
日

※
た
だ
し
、
機
械
の
点
検
日
を
除
く

・
利
用
時
間
　
７
時
〜
21
時

●
筑
紫
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
事
務
室
横
）

・
利
用
日
　
１
月
４
日
〜
12
月
28
日

※
た
だ
し
、
機
械
の
点
検
日
を
除
く

・
利
用
時
間
　
９
時
〜
21
時

※
た
だ
し
、
日
曜
日
、
１
月
４
日
、

８
月
13
〜
15
日
お
よ
び
12
月
28

日
に
つ
い
て
は
、
９
時
〜
17
時

ま
で
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
第
２
月
曜
日
は
、
定

期
清
掃
日
の
た
め
、
17
時
〜
21

時
ま
で
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
休

館
日
お
よ
び
閉
館
時
間
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
）

■
印
鑑
登
録
証
お
よ
び
市
民
カ

ー
ド
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
新
規
交
付
が
平
成
17
年

10
月
１
日
か
ら
有
料
と
な
り

ま
す
。

自
動
交
付
機
の
利
用
を
希
望
す
る

方
は
、
早
め
に
「
市
民
カ
ー
ド
」
ま

た
は
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
を

取
得
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

●
平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
の

新
規
交
付
手
数
料
は

▽
印
鑑
登
録
証
新
規
交
付
手
数
料
　
　

b

３
０
０
円

■
印
鑑
の
登
録
と
市
民
カ
ー
ド

お
よ
び
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
交
付
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
！

新
規
で
印
鑑
登
録
を
し
た
い
方
も

し
く
は
市
民
カ
ー
ド
・
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
い
の
に

「
仕
事
の
都
合
な
ど
で
市
役
所
の
開

庁
時
間
に
行
け
な
い
」
と
い
う
方
の

た
め
に
左
記
の
日
程
で
市
民
課
窓
口

業
務
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

平
成
17
年
６
月
〜
平
成
17
年
９

月
の
期
間
中
の

▽
第
２
火
曜
日
・
18
時
〜
20
時

▽
第
４
日
曜
日
・
９
時
〜
12
時

●
場
所

市
役
所
本
館
１
階
　
市
民
課

●
窓
口
業
務
内
容

・
印
鑑
登
録
並
び
に
印
鑑
登
録
証
の

新
規
交
付
お
よ
び
再
交
付

・
市
民
カ
ー
ド
の
新
規
交
付
お
よ
び

再
交
付

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
新
規
交

付
お
よ
び
再
交
付

・
印
鑑
登
録
証
か
ら
市
民
カ
ー
ド
ま

た
は
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
へ
の

切
替

●
注
意

・
住
民
票
の
異
動
届(

転
入
・
転
出
・

転
居
な
ど)

お
よ
び
戸
籍
届
出
は
関

係
課
や
関
係
機
関
と
の
関
連
か
ら

窓
口
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
印
鑑
登
録
申
請
・
市
民
カ
ー
ド
交

付
お
よ
び
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

交
付
申
請
時
に
は
官
公
署
発
行
の

顔
写
真
付
の
本
人
確
認
書
類(

免

許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど)

が
必

要
で
す
。
こ
の
本
人
確
認
書
類
が

な
い
場
合
、
申
請
当
日
に
交
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
印
鑑
登
録
証
か
ら
自
動
交
付
機
が

利
用
で
き
る
市
民
カ
ー
ド
ま
た
は

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
へ
の
切
替

を
希
望
さ
れ
る
方
は
印
鑑
登
録
証

を
お
忘
れ
な
く
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
印
鑑
登
録
証
、
市
民
カ
ー
ド
お
よ

び
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
再
交

付
手
数
料
は
５
０
０
円
で
す
。

5
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住
じ
ゅ
う

民み
ん

票
ひ
ょ
う

・
印い

ん

鑑か
ん

登と
う

録ろ
く

証
し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

・
外が

い

国こ
く

人じ
ん

原げ
ん

票
ひ
ょ
う

記き

載さ
い

事じ

項こ
う

証
し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

が

自自じ

動動ど
う

交交こ
う

付付ふ

機機き

で
取し

ゅ

得と
く

で
き
ま
す
！

市
役
所
本
庁
お
よ
び
筑
紫
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
自
動
交
付
機
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

自
動
交
付
機
利
用
に
伴
う
暗
証
番
号
を
登
録
し
た
「
市
民
カ
ー
ド
」
ま
た

は
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
が
あ
れ
ば
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・
外

国
人
原
票
記
載
事
項
証
明
書
の
取
得
が
で
き
ま
す
。

▽
市
民
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

新
規
交
付
手
数
料

b

５
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
　
内
線
２
５
９

市
民
カ
ー
ド

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
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●
保
険
料
の
決
ま
り
方

65
歳
以
上(

第
1
号
被
保
険
者)

の

保
険
料
額
は
前
年
の
所
得
状
況
な
ど

に
応
じ
て
段
階
別
の
金
額
が
、
個
人

ご
と
に
決
ま
り
ま
す
。

●
保
険
料
の
納
め
方
は
二
通
り
で
す

▽
特
別
徴
収

老
齢(

退
職)

年
金
を

年
額
18
万
円
以
上
受
給
し
て
い
る

方
は
年
金
の
定
期
支
払
い
月(

４
・

６
・
８
・
10
・
12
・
２
月)
の
際

に
介
護
保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
差

し
引
か
れ
ま
す
。
老
齢
福
祉
年

金
・
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
か
ら

は
差
し
引
き
で
き
ま
せ
ん
。

▽
普
通
徴
収

老
齢(

退
職)

年
金
が

年
額
18
万
円
未
満
の
人
や
老
齢

福
祉
年
金
・
遺
族
年
金
・
障
害
年

金
の
み
受
給
の
人
は
、
金
融
機
関

の
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
に
よ

り
、
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
は
６
月

中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

●
保
険
料
を
滞
納
す
る
と

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
滞
納
期

間
に
応
じ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用

が
１
割
で
は
な
く
、
い
っ
た
ん
全
額

利
用
者
負
担
に
な
り
ま
す(

費
用
の

９
割
は
あ
と
で
市
の
窓
口
で
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す)

。

さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と
、
利
用
者

負
担
が
１
割
か
ら
３
割
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

●
対
象
者
の
要
件

①
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
、

介
護
保
険
料
が
第
２
段
階
の
人

②
世
帯
の
収
入
の
年
額
が
１
４
０
万

円
以
下
の
人

③
世
帯
の
現
金
お
よ
び
預
貯
金
の
合

計
額
が
１
４
０
万
円
以
下
の
世
帯
。

減
免
対
象
者
が
２
人
以
上
の
場
合
、

２
人
目
か
ら
１
人
に
つ
き
１
０
０

万
円
を
加
え
た
額
以
下
の
人

④
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の

扶
養
に
な
っ
て
い
な
い
人

⑤
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
と

生
計
を
同
一
に
し
て
い
な
い
人

⑥
社
会
保
険
の
被
保
険
者
に
な
っ
て

い
な
い
人

⑦
資
産
な
ど
を
活
用
し
て
も
、
生
活

が
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

人

●
減
免
の
割
合

申
請
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
月
か

ら
、
月
割
り
保
険
料
額
を
第
２
段
階

か
ら
第
１
段
階
に
減
額
し
ま
す
。

●
そ
の
他
の
減
免

海
外
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る

人
な
ど
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
つ
い

て
、
保
険
料
を
免
除
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
や
火
災
な
ど
に
よ
っ

て
損
害
を
受
け
た
り
し
た
り
し
た
場

合
に
も
保
険
料
が
減
額
や
免
除
に
な

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
平
成
16
年
度
に
減
免
制
度
を

受
け
た
方
々
へ

平
成
17
年
度
に
つ
い
て
も
減
免
対

象
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

あ
ら
た
め
て
減
免
の
申
請
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

6

介
護
保
険
は
、
国
・
県
・
市
の
負

担
金
と
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
を

財
源
と
し
て
い
ま
す
。
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

段　　階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

生活保護受給者および老齢福祉年金受給者であって世帯全員が
市民税非課税の方

本人および世帯全員が市民税非課税の方

本人が市民税非課税で世帯内に課税者がいる場合の方

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が200万円未満の方

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上の方

22,560円

33,840円

45,120円

56,400円

67,680円

対　　象　　者 保険料

■
介
護
保
険
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

介
護
保
健
課
　
内
線
３
３
３
・
３
３
４

kaigo@city.chikushino.fukuoka.jp

第１期

第２期

第３期

6月30日(木)

8月1日(月)

8月31日(水)

９月30日(金)

10月31日(月)

11月30日(水)

第４期

第５期

第６期

12月27日(火)

1月31日(火)

2月28日(火)

第７期

第８期

第９期

●平成17年度の保険料(年額)

が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ

い
。

※
便
利
で
確
実
な

『
口
座
振
替
』

を
ご
利
用
く
だ

さ
い(

指
定
の

金
融
機
関
で
の

手
続
き
と
な
り

ま
す)

●普通徴収の納期限

市
で
は
、
第
１
号
被
保
険
者(

65

歳
以
上
の
人)

を
対
象
に
介
護
保
険

料
の
減
免
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
場

合
は
、
介
護
保
険
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。



「認知症」は
防げるの？

「認知症」って
どんな病気？

「認知症」に
なったらどうし
たらいいの？ 家族や周りの

人はどう接し
たらいいの？

CHIKUSHINO CITY 2005.6.1

●
対
象
者

小
・
中
・
高
等
学
校
の
特
殊
学
級

や
障
害
児
学
級
、
養
護
学
校
な
ど

に
通
っ
て
い
る
市
内
居
住
者
で
、

夏
休
み
期
間
中
に
学
童
保
育
や
他

の
施
設
に
通
う
こ
と
が
困
難
な
人

●
使
用
で
き
る
日
時

７
月
21
日
〜
８
月
31
日

毎
週
月
〜
金
曜
日
の
８
時
45
分

〜
16
時
45
分

※
た
だ
し
、
８
月
15
日
は
お
盆
休
み

の
た
め
に
休
館
で
す
。

●
申
請
方
法

生
活
福
祉
課
お
よ
び
筑
紫
野
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
あ
る
使
用
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
生
活

福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
提
出
締
め
切
り

６
月
15
日(

水)

（
期
日
厳
守
）

●
問
い
合
わ
せ
先

▽
生
活
福
祉
課

高
齢
障
害
担
当

1
９
２
３
局
１
１
１
１

内
線
３
１
１
〜
３
１
４

▽
社
会
福
祉
法
人

筑
紫
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

1
９
２
０
局
８
０
０
８
　

※
「
ほ
ほ
え
み
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
利

用
者
の
安
全
確
保
や
多
く
の
皆
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

生
活
福
祉
課
か
ら
希
望
日
の
変
更

な
ど
に
つ
い
て
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＝福
ふく

祉
し

講
こう

演
えん

会
かい

＝

認認
にん

知知
ち

症症
しょう

のの対対
たい

応応
おう

とと予予
よ

防防
ぼう

「認知症」という言葉をご存じですか？

「認知症」は「痴呆」の新しい呼び名です。
参
さん

加
か

者
しゃ

募
ぼ

集
しゅう

筑紫野市農業女性グループ協議会では、食の安全と

地域に根ざした食文化づくりに努めています。ふるっ

て参加ください。

●日時 ７月26日(火)、10時～14時

●場所 カミーリヤ ２階 和室および調理実習室

●内容 農業女性グループが生産した農産物を使って

消費者と一緒に料理をつくり、試食と意見交換会を

行います。

●参加費 ３００円

※参加者にはお土産を差し上げます。

●申し込み方法 ハガキに住所・氏名・電話番号・

「つどい参加希望」と明記して申し込んでください。

●定員 先着40人

●申し込み締め切り ７月１日(金) 当日消印有効

●申し込み・問い合わせ先

〒８１８－８６８６

（住所記入不要）

農政課農政担当　あて

内線３４８

7

筑ち
く

紫し

野の

市し

在ざ
い

宅た
く

障
し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

通つ
う

園え
ん

施し

設せ
つ

「「
ささ
るる
びび
ああ
学学が

く

園園え
ん

」」
夏な

つ

休や
す

み
利り

用よ
う

者し
ゃ

募ぼ

集
し
ゅ
う

!!

さ
る
び
あ
学
園
で
は
、
夏
休
み
期

間
中
に
「
ほ
ほ
え
み
ク
ラ
ブ
」
を
開

催
し
、
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
充
実
し

た
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
の
一

時
預
か
り
を
行
っ
て
ま
す
。

●日時 ６月15日(水) 13時30分～15時

●場所 総合保健福祉センター「カミーリヤ」

２階　視聴覚室

●講師 牧 聡さん(医療法人牧和会 牧病院院長) 

＊ 参加無料で申し込みは必要ありません ＊

●問い合わせ先

カミーリヤ内　在宅介護支援センター

1９２６局６０９９

いろんな疑問をみんなで考えてみませんか？
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体
からだ

が喜
よろこ

ぶ栄
えい

養
よう

講
こう

座
ざ

参
さん

加
か

者
しゃ

募
ぼ

集
しゅう

普段の食生活を見直すために、この機会に｢健康｣・

｢栄養｣・｢食事｣について考えてみませんか？

●日時 ６月28日(火)、10時～13時

●場所 総合保健福祉センター｢カミーリヤ｣内

和室２および調理実習室

●内容 健康づくりのための正しい食事についてのお

話・健康食の調理体験・試食および口腔衛生

についてのお話

●対象 市民および市内に勤務する人

●定員 先着32人

●参加費 ２００円(試食材料費・資料代)

●持ってくるもの エプロン・三角巾

●申し込み方法

６月15日(水)の９時～６月21日(火)の17時までの間

に農業者トレーニングセンター窓口か電話で申し込

んでください。

●主催 スポーツ振興課・

健康推進課

●申し込み・問い合わせ先

農業者トレーニングセンター

1９２３局６２９０

8

★
現
況
届
は
郵
送
で

提
出
で
き
ま
す

児
童
手
当
を
現
在
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
養
育
し
て
い
る
児
童

の
人
数
、
所
得
額
、
年
金
の
加
入
状

況
、
住
所
な
ど
を
確
認
し
、
児
童
手

当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る

か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、

６
月
分
以
降
の
手
当
て
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
内

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
転
出

な
ど
で
６
月
以
降
受
給
資
格
が
な
く

な
る
場
合
で
も
、
必
ず
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。

５
月
中
に
転
出
し
た
場
合
は
現
況

届
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
提
出
書
類

平
成
17
年
度
児
童
手
当
現
況
届

お
よ
び
添
付
書
類

〔
添
付
書
類
〕

▽
年
金
加
入
証
明
書
ま
た
は
健
康
保

険
被
保
険
者
証
の
写
し
＝
厚
生
年

金
加
入
者
の
み
必
要
で
す
。
国
民

年
金
加
入
者
お
よ
び
年
金
未
加
入

者
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
平
成
17
年
度
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書
＝
平
成
17
年
１
月
２
日

以
降
に
当
市
へ
転
入
し
て
き
た
受

給
者
の
み
必
要
で
す
。
１
月
１
日

時
点
で
住
民
登
録
し
て
い
た
市
町

村
よ
り
所
得
証
明
書
を
取
り
寄
せ

て
く
だ
さ
い
。
源
泉
徴
収
票
で
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

▽
児
童
が
属
す
る
世
帯
全
員
の
記
載

が
あ
る
住
民
票
＝
児
童
と
別
居
し

て
い
る
受
給
者
の
み
必
要
で
す
。

●
提
出
方
法

▽
郵
送
す
る
場
合

対
象
者
に
事
前
に
送
付
し
て
い
る

返
信
用
封
筒
で
平
成
17
年
度
児

童
手
当
現
況
届(

添
付
書
類
含
む)

を
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
市
役
所
に
持
参
す
る
場
合

・
受
付
日
時
　
６
月
３
〜
30
日
の

８
時
30
分
〜
16
時

・
受
付
場
所
　
市
役
所
第
一
別
館

２
階

第
６
会
議
室
　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
受
け
付
け

し
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
受
給
者
以
外
の
人
が
代
理
で

提
出
す
る
と
き
は
、
受
給
者
の
印

鑑(

認
印)

が
必
要
で
す
。

※
注
意

平
成
17
年
度(

平
成
16
年

中)

の
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な

い
人
は
、
至
急
申
告
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
818
‐
8686

(

住
所
記
入
不
要)

国
保
年
金
課

医
療
担
当内

線
２
８
２

平
へい

成
せい

17年
ねん

度
ど

児
じ

童
どう

手
て

当
あて

現
げん

況
きょう

届
とどけ

の実
じっ

施
し

について

材
料(

４
人
分)

白
菜
１
５
０
ｇ
、
塩
小
さ
じ
１
／
２
、

Ａ
（
唐
辛
子
１
／
２
本
分
、
シ
ョ
ウ
ガ
小
さ
じ
１
／
２
、

く
こ
の
実
小
さ
じ
１
、
砂

糖
大
さ
じ
１
／
２
、
ご
ま

油
大
さ
じ
１
／
２
、
酢
大

さ
じ
１
、
醤
油
小
さ
じ

１
／
２
、
だ
し
汁
大
さ
じ

２
）

作
り
方

①
白
菜

は
４
cm
の
長
さ
に
切
り
、

縦
に
細
切
り
に
し
て
、
塩

を
振
り
、
も
ん
で
し
ん
な

り
し
た
ら
水
気
を
し
ぼ
る
。
②
Ａ
の
調
味
料
を
鍋
に
入

れ
火
に
か
け
、
暖
め
て
（
沸
騰
は
さ
せ
ま
せ
ん
）
香
り

が
出
た
ら
火
か
ら
お
ろ
し
、
１
を
入
れ
重
し
を
し
て
10

〜
15
分
程
つ
け
込
む
。

１
人
分
の
栄
養
量

エ
ネ
ル
ギ
ー
19

kcal
、
カ
リ
ウ
ム
１

０
７
mg
、
繊
維
０
・
５
ｇ
、
塩
分
０
・
６
ｇ

ワ
ン
ポ

イ
ン
ト

お
酢
は
、
古
く
か
ら
「
疲
労
回
復
」
の
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
、
料
理
に
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
高
血
圧
改
善
や
血
糖
値
抑
制
、
中
性

脂
肪
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低
下
な
ど
の
効
果
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

白
菜
の
中
華
風
漬
け
物(

ラ
ー
バ
ー
ツ
ァ
イ)

今
月

こ
ん
げ
つ

の
料

り
ょ
う

理り

145

筑
紫
野
市
　
食
生
活
改
善
推
進
会

1
９
２
０
局
８
６
１
１
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トレーニング健康測定室では、「これから運動を始めたいけどどのようにして良いかわからない」

「運動不足が気になる」と思っている人などに運動のアドバイスを行っています。

常に健康運動指導員がいますので、安心して運動を行うことができます！

●利用対象者

市内に在住または勤務しているの20才以上の人。

ただし、Ａコースの場合は、市または病院で１年以内に健康診断を受けた人に限ります。

※治療中の場合は、健康度測定および初回指導に参加しても良いか主治医に相談しておきましょう。

●利用方法（いずれも予約制です）

Ａコース（健康度測定を受けて開始）
安全に効果的な運動を行うために、各種体力測定を

行います。後日の結果説明を聞いて個人に合わせたト

レーニングを開始します。

Ｂコース（初回指導を受けて開始）
簡単な指導を受けることにより、その日

からトレーニング開始することができます。

ただし、個人の運動処方はありません。

※次回は広報ちくしの９月１日号で案内します。

内　容

料　金

日時など

定　員

申し込み方法

その後の
トレーニング

健　康　度　測　定 初　回　指　導

・問診　　　　　・身体計測
・体脂肪率測定　・医師の診察
・体力測定
・安静時と運動時の心電図、血圧測定

・問診
・各種トレーニング機器の使用説明

●実施日：月～金曜日16時～21時

          土曜日　　 9時～17時

●所用時間 ： 約１時間

●当日持参品：運動着、上履きの運動靴、

                   タオル、着替え

●実施日： ６月23日（木）13時～17時

　　　　　 ７月28日（木）13時～17時

　　　　　 ８月５日（金）18時～20時

●所用時間 ： 約１時間半

●当日持参品：健康診断結果表、運動着、上履きの運

                    動靴、タオル、着替え

●利用日時：月～金曜日  16時～21時
　　　　　（ただし祝日　 9時～21時）
　　　　　　土曜日　9時～17時

●利用日時：月曜日　    13時～21時  
　　　　　　火～金曜日  ９時～21時　
　　　　　　土曜日　    ９時～17時
※測定後１年間経過した場合は、簡単な体力測定を受
　ければその後も継続して利用できます。

電話または直接の来室

●受付開始：６月７日（火）、９時～

　　　　　　(以降受付：火～金曜日の９時～17時)

※定員になり次第締め切ります。

電話または直接の来室

●受付：毎週月～金曜日の　

　　　　９時～17時

※定員になり次第締め切ります。

２,０００円

1日　25人 1日　16人

３５０円

●利用料金：１回２時間350円　　　　●利用限度：週３回まで

●申し込み・問い合わせ先
カミーリヤ内　トレーニング健康測定室　1９２０局８０７０
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ファミリー・サポート・センター

ちくしの

３周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

交
こう

流
りゅう

会
かい

のお知
し

らせ

平成14年７月に事務局を開所、10月から『地域で

の子育て支援相互援助活動』が始まり、３年目を迎え

ました。会員も490人となり、昨年は1188件の援助

活動が行われました。３周年を記念しての講演会を開

催します。会員の皆さんをはじめ、市民の皆さんの多

数参加をお待ちしています。

●日時 6月26日(日)、14時～16時

●場所 生涯学習センター　３階　視聴覚室

●講師 梁井迪子さん

●テーマ 「みんなで育とう、育てよう」

～ファミリー・サポートの活動を通しての子育て支

援とは～

●講師プロフィール

1937年生まれ、九州大学大学院修士課程終了。福岡

市アミカス館長時代に福岡市のファミリー・サポー

ト・センターのシステムを立ち上げる。現在は、大

学、専門学校で女性学や児童心理学を教える他高齢

者の生きがい作りの仕事にも携わっている。

※当日は託児もあります(事前に申し込みが必要です)

●申し込み・問い合わせ先

ファミリー・サポート・センターちくしの　

1・ＦＡＸ　９２１局１３９６

｢生涯学習センター利用者およ

び市内在住の青少年｣を対象に、

青少年が自ら企画し、舞台から裏

方まで自分達で運営する「ロック

フェスティバル」を開催します。

このイベントは、青少年同士の交流をとおして連帯

感を高め、主体性や自主性の育成を目的に開催します。

●開催予定日 ８月27日(土)もしくは28日(日)

●場所 生涯学習センター ２階 さんあいホール

●参加対象 生涯学習センター利用者、市内在住の青

少年グループ(20歳代まで)で、３～４回程度の企画

会議と前日のリハーサルに参加できること。

※企画会議＝どのようなフェスティバルにするか、方

向性を決める参加者による話し合いの場です。

●募集内容

▽ステージ＝バンド・ダンス・歌・演劇などなんでも

ＯＫです！詳しくは問い合わせください。

▽スタッフ＝企画・写真撮影・放送・受付など

●申し込み締め切り ６月30日(木)

●申し込み方法 電話で申し込んでください。

●申し込み・問い合わせ先

生涯学習課青少年担当

1９１８局３５３５(内線１０９)

仕
事
や
人
間
関
係
か
ら
来
る
ス
ト

レ
ス
で
身
体
を
痛
め
て
い
ま
せ
ん

か
？
「
忙
し
い
」
と
、
自
分
の
疲
れ

に
気
づ
か
な
い
ふ
り
を
し
て
い
ま
せ

ん
か
？
男
女
共
同
参
画
推
進
課
で

は
、
女
性
も
男
性
も
性
別
に
か
か
わ

り
な
く
、
仕
事
や
地
域
で
活
動
し
て

い
る
方
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
仕
事
や
家
庭
の
事
情
で
昼

間
に
時
間
が
取
れ
な
い
方
を
対
象

に
、
夕
時
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
を
企

画
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
自
分
で

で
き
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
や
り
方
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
講
師

松
尾
昌
世
さ
ん(

ダ
ン
ス

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
講
師
）

※
ダ
ン
ス
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
は
、
心

と
身
体
は
互
い
に
影
響
し
あ
い
、

強
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
考

え
の
も
と
に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
動
き

の
よ
う
な
自
然
な
身
体
表
現
を
通

し
て
心
の
回
復
を
図
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

●
受
講
料

無
料

●
定
員

20
人

●
対
象
者

関
心
の
あ
る
男
女
で
、
年
齢
は
問

い
ま
せ
ん
。
運
動
し
や
す
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、
氏

名
、
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

●
申
し
込
み
開
始

６
月
１
日(

水)

、
９
時
〜

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内

男
女
共
同
参
画
推
進
課

1

９
１
８
局
１
３
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

９
２
３
局
０
４
１
６

＝
夕
時
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
＝

トト
ワワ
イイ
ララ
イイ
トト
・・
リリ
ララ
クク
ゼゼ
ーー
シシ
ョョ
ンン
へへ
のの
おお
誘誘さ

そ

いい

〜
ア
フ
タ
ー
５
の
す
ご
し
方
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜

●
日
程(

全
３
回)

と
内
容

①
６
月
15
日(

水)

身
体
を
通
じ
て
心
ま
で
と
ど
く
ス

ト
レ
ッ
チ

②
６
月
22
日(

水)

自
然
な
自
分
を
取
り
戻
す
た
め
の

ス
ト
レ
ッ
チ

③
６
月
29
日(

水)

《
ス
ト
レ
ッ
チ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
》

を
習
慣
に
し
よ
う

●
時
間

18
時
30
分
〜
20
時

●
場
所

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

２
階

軽
運
動
室
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○
人
頭
制
料
金
の
算
出
基
準
は

０
才
以
上
と
し
、
当
該
月
の

実
人
員
と
す
る
。

○
従
量
制
を
適
用
す
る
場
合
は
、

収
集
車
両
の
後
尾
に
取
り
付

け
て
あ
る
メ
ー
タ
ー
を
必
ず

確
か
め
て
、
料
金
を
収
集
業

者
に
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
く
み
取
り
式
簡
易
式
水
洗
便

槽
を
新
築
お
よ
び
こ
の
便
槽

に
改
造
す
る
こ
と
は
、
市
条

例
施
行
規
則
に
よ
り
許
可
さ

れ
ま
せ
ん
。

○
し
尿
浄
化
槽
の
維
持
管
理(

保

守
点
検
・
清
掃
・
水
質
検
査)

は
専
門
業
者
に
委
託
し
ま
し

ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

内
線
３
８
６
・
３
８
７

11

一般世帯(ただし、１カ月に２回以上くみ取りを依頼する世帯を除く)
◎普通便槽　１カ月一人につき530円
◎無臭便槽　１カ月一人につき623円

人頭制料金

従量制料金

ホース料金

便槽が２カ所
以上ある場合

臨 時 料 金

18リットルにつき530円

一人につき1,060円

くみ取り式
簡易水洗便槽

普通便槽

無臭便槽
①１カ月に２回以上くみ取りを依頼 
する世帯

②転入、転出など臨時にくみ取りを
依頼する場合

①くみ取り式簡易式水洗便槽
　(昭和56年４月以前取付分)

②会社・商店・学校・事務所などの
事業所

③雨水・湧き水・手洗い水などが流
れ込む便槽

④来客・泊まり客が多く常に人員が
一定しない所

収集車より便槽までの距離が40ｍを超える場合は、１便槽当たり20ｍごとに
200円が加算されます。

１カ所は人頭制または従量制による料金とし、１カ所超える便槽ごとに
400円が加算されます。

18リットルにつき２６５円
※18リットルを基準にして、18リットル
　未満は18リットルとみなします。

ご
存ぞ

ん

じ
で
す
か
？

生な
ま

ご
み
処し

ょ

理り

機き

な
ど
へ
の
補ほ

助じ
ょ

制せ
い

度ど

家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
、

ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
を
図
る
た
め
に
、
生
ご

み
処
理
機
な
ど
の
購
入
に
対
す
る
補
助
制
度
で
す
。

●
補
助
対
象(

筑
紫
野
市
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す)

▽
か
く
は
ん
式
生
ご
み
処
理
機(

電
気
式
お
よ
び
手
動
式)

b

１
世
帯
１
基
ま
で

▽

生
ご
み
処
理
容
器(

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器)

b

１
世
帯
２
基
ま
で

●
補
助
額

購
入
額
の
２
分
の
１

※
た
だ
し
、
１
基
あ
た
り
２

万
５
０
０
０
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書(

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
に
あ
り
ま
す)

・
領
収
書(

写
し)

・
処
理
機
に
添
付
さ
れ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
の
保
証
書(

写
し)

・
請
求
書(

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
に
あ
り
ま
す)

・
預
金
通
帳
な
ど
振
込
先
口
座
の
内
容
が
わ
か
る
も
の(

郵

便
局
は
除
く)

・
認
印(

請
求
書
に
必
要
で
す)

●
問
い
合
わ
せ
先

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

内
線
３
８
６
・
３
８
７

筑
紫
野
市
の
し
尿
収
集
手
数

料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

料
金
の
合
計
額
に
消
費
税
な
ど

５
％
を
加
算
し
た
金
額(

１
円
未

満
切
り
捨
て)

が
手
数
料
総
額
と

な
り
ま
す
。

し
尿
収
集
は
、
原
則
と
し
て

月
１
回
各
家
庭
を
収
集
し
ま
す
。
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「小さきは小さきままに　折れたるは折れた
るままに　コスモスの花咲く」これは、「しい
のみ学園」の園長である著者が学園の十周年記
念式典を迎えようとする秋の日に、付近に咲く
コスモスを見て詠んだ短歌です。著者にはこの
コスモスが子どもの姿に見えたのです。

「しいのみ学園」は、著者が脳性小児麻痺だ
った二人の息子のために私財を投じて福岡市井

＝ふれあい読
どく

書
しょ

講
こう

座
ざ

＝

「赤
あか

ちゃんと楽
たの

しむ絵
え

本
ほん

」
「赤ちゃんにも本を」っていうけれど、何をどんなふうに読め

ばいいのかしら？と、疑問に思うことはありませんか。新米ママ

さん(パパさん)とお子さんを対象に、子どもと読書のいい関係の

基礎を学ぶ講座を開きます。

●日時 ６月23日(木)・７月14日(木)の10時30分～11時45分

●場所 市民図書館　集会室

●内容 絵本の選び方・楽しみ方

●講師 竹下その子さん(福岡県親と子の読書会協議会事務局長)

●募集人員 ０・１・２歳の子どもと親(親に代わる人)25組※２

回とも出席できる人／託児もあります(１歳児以上)

●申し込み方法 図書館カウンターまたは電話で申し込んでくだ

さい。

●受付開始 ６月７日(火)、10時～（先着順で締め切ります）

●問い合わせ先 市民図書館　1９２８局４３４３

特
とく

別
べつ

整
せい

理
り

に伴
ともな

う
市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

休
きゅう

館
かん

日
び

のお知
し

らせ

平成17年度の特別整理を下記の日程で

実施し、休館します。特別整理期間は、蔵

書点検、館内消毒などの業務に必要な期間

です。期間中大変ご迷惑をおかけしますが、

皆様のご理解とご協力をお願いします。

また、特別整理期間中は、移動図書館

(つくしんぼ号)の巡回も運休します。

なお、福岡都市圏広域利用により福岡都

市圏の図書館が利用できますので、期間中

はそちらをご利用ください。

特別整理期間
６月29日(水)～７月11日(月)

●問い合わせ先

市民図書館　1９２８局４３４３

今
月
の
オ
ス
ス
メ
新
着
本

『ただいま100歳―今からでも遅くはない』
昇地三郎／著(致知出版社)

６月の図書館休館日は、６・13・20・27・29・30日です。

尻に創設した学校です。昨年、開園から50年
が経ち、数え年100歳の今も現役園長として活躍されています。

6月

10（金） 24（金）

14（火）

21（火）

22（水）

15（水）

16（木）

23（木）

28（火）

7（火）

8（水）

9（木）

1（水）

2（木）

3（金）17（金）

時間 10:30～11:109:30～10:10

大 　 石
公 民 館
山家1区
公 民 館
　 隈
公 民 館
平 等 寺
公 民 館
山　  家
コミュニティ
馬　  市
公 民 館
東 吉 木
公 民 館
上阿志岐西

公民館

柚 須 原
公 民 館
山家2区
公 民 館
光 が 丘
公 民 館
むさしヶ丘
公 民 館
下　  見
公 民 館
西 小 田
公 民 館

宮の森団地
第2公園
牛　  島
公民館前

ちくし台団地
公民館分室
阿 志 岐
小 学 校
天 拝 坂
公 民 館
山　  家
小 学 校
京　  町
児童センター
吉　  木
小 学 校
美しが丘南
公 民 館
筑　  紫
出 張 所

美しが丘北
公 民 館
葉光ヶ丘

パビリオン葉光
北 杉 塚
公 民 館
岡　  田
隣 保 館
桜　  台
公 民 館
みかさ台

公民館横公園
筑 紫 南
コミュニティ
筑紫駅前通
公 民 館

原　  田
小 学 校
都　  坂
集 会 所
山　  口
小 学 校
下　  見

解放センター
筑　  紫
小 学 校

点検整理

筑 紫 東
小 学 校
永　  岡
隣 保 館

13:30～14:10 14:30～15:10 15:30～16:10

移動図書館車巡回表
い  どう   と  しょ  かん しゃ じゅん かい ひょう

『親から子へ… 』
「親から子へ…」発刊委員会/編(文芸社)

『イギリスウフフの年金生活』
高尾慶子/著(展望社)

『インドに行こう』 山本悦夫/著(扶桑社)
『おそれいります 小笠原流礼法』

小笠原敬承斎/著(講談社)
『ドキュメント新潟県中越地震』

Ｊレスキュー編集部/編著(イカロス出版)
『夫婦を長続きさせる会話術』

津田妙子/著(小学館)

『主役に育つエコ・エネルギー』

井田均/著(緑風出版)
『人は皆「自分だけは死なない」と思って
いる』 山村武彦/著(宝島社)

『お詫び断わり依頼の手紙』

倉沢紀久子/著(小学館)

『雲はなぜ落ちてこないのか』

佐藤文隆/著(岩波書店)

その他の新刊



教
育
改
革
の
こ
と(

そ
の
一)陶

山
高
度

２
０
０
４
年
12
月
15
日
、
国
際

教
育
達
成
度
評
価
学
会(

Ｉ
Ｅ
Ａ)

が
、
２
０
０
３
年
度
に
実
施
し
た
国

際
的
学
力
調
査
の
結
果
を
公
表
し
ま

し
た
。
日
本
は
、
平
均
正
答
率
の
順

位
が
小
・
中
学
校
と
も
１
９
９
５
年

調
査
に
比
し
て
低
下
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
発
表
を
受
け
て
、
教
育
関

係
者
の
中
に
学
力
論
議
が
起
こ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
現
行
の
教
育
が
誤

り
を
犯
し
た
結
果
で
あ
る
か
の
よ
う

な
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、

学
習
内
容
や
授
業
時
数
が
削
ら
れ
た

こ
と
、週
５
日
制
を
導
入
し
た
こ
と
、

ゆ
と
り
教
育
、
総
合
的
学
習
に
時
間

を
割
い
た
こ
と
等
々
が
、
基
礎
的
教

科
の
学
習
を
圧
迫
し
て
学
力
の
低
下

の
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
も
の
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、
文

教
行
政
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
中
山

文
科
相
の
発
言
と
し
て
報
じ
ら
れ
ま

し
た
。
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
私
た
ち
は
、
し
ば
し
立
ち
止

ま
っ
て
考
え
直
し
て
み
る
必
要
が
あ

る
、
と
思
う
の
で
す
。

そ
の
第
一
は
、
現
行
の
制
度
が
出

発
し
た
の
は
２
０
０
２
年
度
か
ら
で

す
。
か
な
り
基
本
的
な
改
革
が
な
さ

れ
て
わ
ず
か
四
年
く
ら
い
の
時
間
し

か
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
教
育
の
功
罪

を
評
価
す
る
に
は
余
り
に
も
短
兵
急

に
す
ぎ
る
の
で
は
。
学
校
で
は
、
今
、

ゆ
と
り
教
育
の
実
証
的
研
究
と
成
果

の
検
証
段
階
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
学
校
は
こ
こ
で
、
落
ち
着
い

て
、
実
践
を
問
い
直
し
、
具
体
的
な

活
動
の
評
価
を
積
み
上
げ
、
有
効
な

改
善
の
方
策
を
探
り
、
日
常
の
教
育

活
動
の
質
的
、
技
術
的
深
化
を
目
指

そ
う
と
、
体
制
を
整
え
よ
う
と
し
て

い
る
時
な
の
で
す
。
そ
の
矢
先
に
、

唐
突
と
し
て
現
行
制
度
の
見
直
し
を

持
ち
込
ま
れ
た
ら
、
教
師
の
意
欲
や

熱
意
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
第
二
は
、
学
校
教
育
の
内
容

や
目
標
は
、
現
場
の
状
況
や
実
態
に

は
お
構
い
な
く
、
上
意
下
達
で
改
変

さ
れ
る
と
い
う
認
識
が
、
教
育
関
係

者
の
中
に
ま
ん
延
す
る
状
況
に
な
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
学
力
の

国
際
比
較
で
低
落
し
た
こ
と
な
ど
と

は
対
比
で
き
な
い
、
根
本
的
な
教
育

の
問
題
で
す
。
ゆ
と
り
教
育
の
本
質

は
、
即
戦
的
な
知
識
量
を
増
や
す
こ

と
よ
り
、
身
に
つ
い
た
知
的
・
技
能

的
学
力
を
社
会
や
人
間
形
成
に
生
か

す
力
と
し
て
活
用
し
、
ま
さ
に
「
生

き
る
力
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
た
教
育
で
し
た
。

教
育
の
評
価
は
、
目
玉
商
品
を
並

べ
て
、
売
上
げ
を
競
う
よ
う
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
改
革
さ
れ
た
教

育
活
動
を
現
場
の
実
践
を
実
証
的
に

検
討
し
、
実
践
の
総
括
的
評
価
の
上

に
改
革
の
方
向
を
樹
立
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
慌
て

ず
、
実
態
を
よ
く
確
か
め
て
、
改
革

の
道
筋
を
あ
や
ま
ら
な
い
も
の
に
し

た
い
も
の
で
す
。

●
人
権
・
同
和
教
育
課

内
線
４
２
６
・
４
２
７

13
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筑紫野市では「人権都市宣言」を行い、人権の街づ

くりに向けたさまざまな取り組みを進めています。

その中で、２００１年３月には「人権教育のための

10年計画」が出されました。

これをうけ、市同研では、「同和」教育の充実・人

権感覚育成事業など「お互いの人権を尊重しあう明る

い街づくり」に向けた取り組みを推進しています。

一人でも多くの方と「人権の街づくり」にむけた活

動を行いたく、市民会員の募集を行います。

●市同研会員になると・・・

・毎月１回の市同研ニュースが届きます。

県や市の状況がわかります。

・研修会・研究会の案内が届きます。学習の場が広が

ります。

・市内の保育所・幼稚園や小中学校の取り組みがわか

ります。

●会費 １,０００円

※会員の申し込みは随時受け付けています。

●申し込み・問い合わせ先

人権・同和教育課　内線４２６

任期満了により選挙管理委員会委員の異動が行われ

ましたのでお知らせします。

《 任　期 》
平成17年４月１日から平成21年３月31日まで

●問い合わせ先 選挙管理委員会事務局　内線４７７　

２
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14

★６月生まれ★杉
すぎ

村
むら

真
ま

優
ひろ

ちゃん　１歳
（６月２日生まれ）二日市北

生
ま
れ
て
き
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
大

切
な
大
切
な
い
の
ち
。

支
え
て
く
れ
た
皆
さ

ん
に
感
謝
！

椿
つばき

祐
ゆう

弥
や

ちゃん　１歳
（６月13日生まれ）塔原東

ゆ
う
ち
ゃ
ん
１
歳
の

お
誕
生
日
お
め
で
と

う
♥
元
気
な
子
に
育

っ
て
ね
。
い
っ
ぱ
い

あ
そ
ぼ
う
ね
。

壮
く
ん
１
歳
お
め
で

と
う
♪
好
奇
心
旺
盛

な
壮
く
ん
♥
丈
夫
で

元
気
モ
リ
モ
リ
育
っ

て
ね
♥

辻
つじ

さくら子
こ

ちゃん　１歳
（６月８日生まれ）塔原東

笑
顔
が
カ
ワ
イ
イ
さ

く
ら
子
♥
こ
れ
か
ら

も
素
敵
な
笑
顔
で
家

族
の
み
ん
な
を
明
る

く
し
て
ネ
！

近
こん

藤
どう

壮
そう

真
ま

ちゃん　１歳
（６月29日生まれ）俗明院

石
いし

橋
ばし

駿
しゅん

ちゃん　１歳
（６月２日生まれ）永岡

駿
く
ん
１
歳
お
め
で

と
う
！
お
兄
ち
ゃ
ん

と
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、

元
気
に
大
き
く
育
っ

て
ね
♥

澤
さわ

昂
こう

輝
き

ちゃん　１歳
（６月５日生まれ）筑紫

昂
輝
、
初
め
て
の
お

誕
生
日
お
め
で
と
う

♪
颯
太
兄
ち
ゃ
ん
に

負
け
ず
た
く
ま
し
く

育
っ
て
く
だ
さ
い
♥

谷
たに

口
ぐち

夏
か

ちゃん　１歳
（６月24日生まれ）二日市北

り
ん
か
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
。
そ
の
か

わ
い
い
笑
顔
を
い
つ

ま
で
も
絶
や
さ
な
い

で
ね

末
すえ

次
つぐ

くるみちゃん　１歳
（６月３日生まれ）針摺

く
る
み
１
歳
の
誕
生

日
お
め
で
と
う
♥
こ

れ
か
ら
も
明
る
く
前

向
き
な
く
る
み
で
い

て
く
だ
さ
い
ネ
♥

岡
おか

穂
ほ

乃
の

花
か

ちゃん　３歳
（６月８日生まれ）原田

３
歳
お
め
で
と
う
★

い
つ
ま
で
も
ス
キ
ス

キ
chu
し
て
ネ
！
可
愛

い
ほ
の
ち
ゃ
ん
へ
♪

パ
パ
＆
マ
マ

大
おお

久
く

保
ぼ

晴
はる

輝
き

ちゃん　２歳
（６月14日生まれ）美しが丘北

☆
は
る
く
ん
お
誕
生

日
お
め
で
と
う
☆
た

く
さ
ん
遊
ん
で
た
く

さ
ん
食
べ
て
大
き
く

な
っ
て
ね
♥

内
うち

川
かわ

順
じゅん

菜
な

ちゃん　２歳
（６月27日生まれ）永岡

お
誕
生
日
お
め
で
と

う
♥
優
し
い
女
の
子

に
な
っ
て
ね
。
パ
パ

も
マ
マ
も
ま
ぁ
く
ん

も
順
菜
が
大
好
き
♥

◎このコーナーのお申し込みは…
★電話で申し込み順に定員22人まで受
け付けます。（先着順）

12月生まれのお子さんの受け付けは６
月１日(水)、８時30分からです。

なお、11月生まれの受け付けは終了
しました。

●
内
容

・
助
産
師
の
話
（
妊
娠
中
と
産
後
の
過
ご
し
方
や
出
産
・
子
育

て
に
つ
い
て
）

・
ベ
ビ
ー
人
形
を
使
っ
て
の
育
児
体
験

・
フ
リ
ー
ト
ー
ク
（
参
加
者
同
士
の
交
流
）
な
ど

・
妊
婦
体
験

●
日
時

７
月
16
日(

土)

、
13
時
〜
16
時

●
場
所

「
カ
ミ
ー
リ
ヤ
」
２
階

●
対
象
者

妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族

●
参
加
費

無
料

●
持
参
品

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

●
申
し
込
み
受
付

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
６
月
８
日(

水)

９

時
か
ら
受
付
開
始

※
定
員
20
組
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
申
し
込
み
事
項

参
加
者
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番

号
・
参
加
時
の
妊
娠
週
数
・
出
産
予
定
日
・
家
族
参
加
の
有

無
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
健
康
推
進
課
　
1
９
２
０
局
８
６
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
６
局
６
０
０
６

こんにちは赤
あか

ちゃん

（家
か

族
ぞく

学
がっ

級
きゅう

）のご案
あん

内
ない

みんなで一緒に
「お母さん・お父さん」に

なっていこう！

お誕生日の思い出に……３歳まで

りんひろ



当
セ
ン
タ
ー
で
は
就
職
に
関
す
る
相

談
か
ら
、技
能
習
得
の
た
め
の
講
習
会
、

求
人
情
報
の
提
供
な
ど
一
貫
し
た
就
職

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
受
付
時
間

月
〜
金
曜
日
、
10
時
〜

17
時
　
●
場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

(

春
日
市)

●
問
い
合
わ
せ
先

福
岡

県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
　
1

５
８
４
局
３
９
３
１

FAX

５
８
４
局
３
９
２
３

６
月
１
日
〜
10
日
は

電
波
利
用
保
護
旬
間
で
す

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無
線
局

は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
受
信
に
障
害

を
与
え
た
り
、
携
帯
電
話
の
通
話
を
妨

害
す
る
だ
け
で
な
く
、
警
察
・
消
防
・

防
災
行
政
無
線
な
ど
人
命
に
関
わ
る
重

要
な
無
線
に
対
す
る
混
信
・
妨
害
が
発

生
す
る
な
ど
し
て
私
た
ち
の
生
活
を
お

び
や
か
し
て
い
ま
す
。

不
法
に
開
設
さ
れ
た
無
線
局
を
開
設

し
た
り
運
用
し
た
り
す
る
と
電
波
法
違

反
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

ル
ー
ル
を
守
っ
て
ク
リ
ー
ン
な
電
波
環

境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

九
州
総
合
通
信
局

http://www.kbt.go.jp/

○
不
法
無
線
、
混
信
、
妨
害

1(

０
９

６)

３
６
８
局
８
６
５
６

○
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
障
害

1(

０
９

６)

３
２
６
局
７
８
７
３

○
電
波
利
用
料

1(

０
９
６)

３
２
６

局
７
８
０
５

○
そ
の
他
行
政
相
談

1(

０
９
６)

３

２
６
局
７
８
１
９

食
肉
に
よ
る
食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め

に
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
食
肉
は
中
心
部
ま
で
十
分
に
過
熱
す

る
こ
と(

75
度
で
１
分
間
以
上)

②
食
肉
を
扱
っ
た
手
は
石
鹸
と
消
毒
液

で
洗
浄
と
消
毒
を
行
な
う
こ
と

③
食
肉
の
調
理
に
使
用
し
た
ま
な
板
、

包
丁
な
ど
は
、
他
の
食
品
へ
の
汚
染
を

防
ぐ
た
め
、
使
用
後
に
洗
剤
で
良
く
洗

浄
し
た
後
、
熱
湯
ま
た
は
消
毒
液
で
消

毒
を
行
な
う
こ
と

●
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
衛
生
課
食
品
衛
生
係
1
５
１

３
局
５
５
８
２

建
設
工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
「
分

別
」
と
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
が
必
要
で
す

建
設
資
材
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

促
進
す
る
た
め
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
よ
り
、
一
定
規
模
以
上
の
建
築
物
な

ど
を
解
体
・
建
設
す
る
際
に
は
土
木
事

務
所
に
届
け
出
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
工
事
の
受
注
者
に
は
、
特
定

の
建
設
資
材
廃
棄
物(

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
木

材)

の
分
別
解
体
や
再
資
源
化
な
ど
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
解
体
工
事
業

を
営
も
う
と
す
る
場
合
は
県
へ
の
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

県
建
築
都
市
部
建

築
指
導
課
1
６
４
３
局
３
７
２
０

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
ま

す
先
の
大
戦
で
戦
地
な
ど
に
派
遣
さ
れ

戦
時
衛
生
勤
務
に
服
し
た
「
旧
日
本
赤

十
字
社
救
護
看
護
婦
」、「
旧
陸
海
軍
従

軍
看
護
婦
」
の
方
々
（
慰
労
給
付
金
受

給
者
を
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
御
労

苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

●
請
求
期
限

平
成
19
年
３
月
31
日

●
問
い
合
わ
せ
先

〒
100-

8926
東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
２-

１-

２
　
総
務
省

大
臣
官
房
管
理
室
業
務
担
当
1(

０
３)

５
２
５
３
局
５
１
８
２
　
FAX(

０
３)

５

２
５
３
局
５
１
９
０

県
で
は
、
県
産
材
を
利
用
し
、
環
境

に
や
さ
し
く
耐
久
性
に
も
優
れ
た
優
良

な
木
造
住
宅
の
普
及
促
進
を
図
る
た

め
、
木
造
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
す

る
方
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
ま

す
。

●
対
象
者

今
後
県
内
で
一
定
の
建
設

基
準
に
適
合
す
る
住
宅
を
新
築
・
購
入

す
る
方

●
助
成
の
最
高
限
度
額

標
準
型
16

万
円
、
長
寿
命
型
32
万
円

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
県
住

宅
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先

県
建
築
都
市
部
住

宅
課
　
1

６
４
３
局
３
７
３
１
　
HP

http://www.jutaku.pref.fukuo

ka.jp

●
日
時

６
月
５
日(

日)

、
10
時
〜
14

時
30
分
　
●
場
所

ミ
リ
カ
ロ
ー
デ

ン
那
珂
川
　
●
内
容

歯
科
相
談
、
歯

み
が
き
指
導
、
フ
ッ
素
に
よ
る
む
し
歯

予
防
な
ど
　
●
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫

歯
科
医
師
会
1
５
７
２
局
８
２
１
１

お 知 ら せ コ ー ナ ー

15

く

ら

し

あ
ん
な
い

第だ
い

28
回か

い

『
歯は

を
守ま

も

る
集つ

ど

い
』

歯は

ミ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

快か
い

適て
き

な
住す

ま
い

づ
く
り
推す

い

進し
ん

助じ
ょ

成せ
い

制せ
い

度ど

旧き
ゅ
う

日に

本ほ
ん

赤せ
き

十じ
ゅ
う

字じ

社し
ゃ

救き
ゅ
う

護ご

看か
ん

護ご

婦ふ

等な
ど

の
み
な
さ
ま
へ

建け
ん

設せ
つ

資し

材ざ
い

廃は
い

棄き

物ぶ
つ

の

リ
サ
イ
ク
ル

食し
ょ
く

肉に
く

の
生な

ま

食し
ょ
く

に
よ
る

食し
ょ
く

中ち
ゅ
う

毒ど
く

予よ

防ぼ
う

！

母ぼ

子し

家か

庭て
い

等な
ど

就し
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

・

自じ

立り
つ

支し

援え
ん

セ
ン
タ
ー

守ま
も

っ
て
！
電で

ん

波ぱ

の
ル
ー
ル

イ
ベ
ン
ト

有料広告



年
齢
者
　
●
受
講
料

無
料
　
●
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

1
４
３
３
局
１
０
６
８

子
ど
も
の
目
線
で
共
感
す
る
力
を
…

●
日
時

７
月
３
日(

日)

、
13
時
〜
15

時
　
●
場
所

春
日
市
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
　
●
参
加
費

５
０
０
円

●
託
児

１
人
３
０
０
円(

先
着
30
人)

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ち
く

し
の
子
ど
も
劇
場
1
・
FAX
９
２
５
局
５

６
３
０

●
日
時

６
月
12
日(

日)

、
10
時
〜
12

時
　
●
場
所

大
野
城
市
ま
ど
か
ぴ
あ

●
内
容

父
の
日
の
た
め
の
ア
レ
ン
ジ

●
参
加
費

４
７
２
５
円(

材
料
費)

※
レ
ッ
ス
ン
は
毎
月
第
１
・
３
土
曜

日
、
14
時
30
分
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
行
な
っ
て
い
ま
す
　
●
問
い
合

わ
せ
先

古
澤
1
５
９
６
局
４
６
６
２

●
日
時

毎
月
第
１
〜
３
木
曜
日
、
13

時
〜
15
時
10
分
　
●
場
所

二
日
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
●
問
い
合

わ
せ
先

大
谷
1
９
２
１
局
５
５
３
４

ス
協
会
1
９
２
３
局
８
１
９
０

夏
祭
や
花
火
大
会
に
自
分
で
ゆ
か
た

を
着
て
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

７
月
14
日
、
28
日
の
木
曜
日
、

20
時
〜
22
時
　
●
場
所

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
和
室
　
●
定
員

10
人
程
度(

先

着
順)

●
持
参
品

ゆ
か
た
、
帯
、
だ

て
締
め
、
タ
オ
ル
２
枚
、
腰
ひ
も
２
本
、

洗
濯
ば
さ
み
　
●
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先

田
辺
1
９
２
５
局
９
５
８
７

●
講
座
名

介
護
予
防
コ
ー
ス
、
介
護

実
践
コ
ー
ス
、
在
宅
認
知
症(

痴
呆)

介

護
専
門
コ
ー
ス
、
福
祉
用
具
活
用
コ
ー

ス
、
疑
似
体
験
コ
ー
ス
　
●
問
い
合
わ

せ
先

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
介
護

実
習
課
1
５
８
４
局
３
３
５
１

●
日
時

６
月
16
日(

木)

、
13
時
30
分

●
場
所

博
多
都
ホ
テ
ル(

博
多
区
博

多
駅
東)

●
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県

新
雇
用
開
発
課
1
６
４
３
局
３
５
８
６

●
日
時

６
月
25
日(

土)

、
13
時
30
分

〜
15
時
30
分
　
●
場
所

九
州
歴
史
資

料
館
　
●
内
容

水
城
跡
の
調
査
成
果

に
つ
い
て
　
●
講
師

吉
村
靖
徳
さ
ん

(

県
文
化
財
保
護
課)

●
申
し
込
み
方

法

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

申
し
込
み
　
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先

〒
818-

0118

太
宰
府
市
石
坂
４-

７-

１

九
州
歴
史
資
料
館
1
９
２
３
局

０
４
０
４
　
FAX
９
２
３
局
０
４
４
８

一
人
で
悩
ん
で
な
い
で
ち
ょ
っ
と
し

た
会
話
か
ら
気
持
ち
が
変
わ
る
か
も
…

●
日
時

６
月
５
日(

日)

、
13
時
〜
15

時
　
●
場
所

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
先

カ
ミ
ー
リ
ヤ
内
売

店
1
９
２
４
局
２
３
０
７

ワ
ー
ド
中
級
講
座

●
日
時

７
月
５
日
〜
19
日
の
火
・
木

曜
日
、
13
時
30
分
〜
16
時
30
分
　
●

場
所

筑
紫
野
市
商
工
会
館
　
●
定
員

20
人(

先
着
順)

●
受
講
料

１
万
２

千
円
　
※
受
講
料
納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ

ル
は
、
受
講
料
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
期
間

６
月
１
日(

水)

〜

20
日(

月)

●
申
し
込
み
方
法

電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ(

住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号)
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
　
●
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
地
区

商
工
会
職
業
訓
練
会
1
５
８
１
局
３
５

５
７
　
FAX
５
８
１
局
３
５
５
８

●
日
時

６
月
７
日(

火)

、
11
日(
土)

、

16
日(

木)

、
10
時
〜
15
時(

11
日
は
13

時
〜
17
時)

●
場
所

福
岡
高
齢
期
雇

用
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー(

博
多
区
博
多

駅
前)

●
対
象

45
歳
以
上
の
中
高

●
日
時

６
月
26
日(

日)

●
場
所

学
校
体
育
館
　
●
対
象

市
協
会
に
有

効
に
登
録
さ
れ
た
チ
ー
ム
の
人
、
ま
た

は
市
内
居
住
・
通
勤
・
通
学
お
よ
び
市

内
の
中
学
・
高
校
を
卒
業
し
た
人
で
編

成
さ
れ
た
チ
ー
ム
　
●
チ
ー
ム
編
成

女
性
５
人
以
上
男
性
４
人
以
内
の
９
人

の
競
技
者
と
交
代
競
技
者
３
人
、監
督
、

コ
ー
チ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
各
１
人
を
お

く
こ
と
が
で
き
る
　
●
参
加
費

３
千

円
　
●
申
し
込
み
締
切

６
月
15
日

(

水)

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
　
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
野
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
総
務
部

石
内
1
９
２
３
局
０
２
７
５

●
日
時

６
月
19
日(

日)

、
９
時
　
※

雨
天
時
は
６
月
26
日

●
場
所

山
家

ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
●
種

目

男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス

●
参
加
資
格

オ
ー
プ
ン
　
●
申
し
込

み
方
法

参
加
料
を
事
務
局
へ
直
接
持

参
、
ま
た
は
郵
送(

現
金
書
留)

で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
　
●
参
加
料

１
組

４
千
円
（
協
会
加
盟
チ
ー
ム
２
千
円
）

●
申
し
込
み
締
切

６
月
９
日(

木)(

必

着)

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
818-

0041

市
内
上
古
賀
３-

６-

７

ス
ト
リ
ン
グ
工
房
内
　
筑
紫
野
市
テ
ニ
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筑ち
く

紫し

野の

市し

母ぼ

子し

寡か

婦ふ

福ふ
く

祉し

会か
い

総そ
う

会か
い

男だ
ん

女じ
ょ

雇こ

用よ
う

機き

会か
い

均き
ん

等と
う

法ほ
う

普ふ

及き
ゅ
う

啓け
い

発は
つ

セ
ミ
ナ
ー

筑ち
く

紫し

野の

市し

男だ
ん

女じ
ょ

混こ
ん

合ご
う

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大た

い

会か
い

中ち
ゅ
う

国ご
く

語ご

学が
く

習し
ゅ
う

者し
ゃ

募ぼ

集し
ゅ
う

市し

民み
ん

テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

サ
ー
ク
ル

入
会
金
・
会
費
な
ど
詳
し
く
は
各
サ
ー

ク
ル
に
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ゆ
か
た
の
無む

料
り
ょ
う

着き

付つ

け
講こ

う

習
し
ゅ
う

会か
い

尾お

木ぎ

直な
お

樹き

講こ
う

演え
ん

会か
い

職し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

設せ
っ

計け
い

セ
ミ
ナ
ー

パ
ソ
コ
ン
講こ

う

習し
ゅ
う

会か
い

九き
ゅ
う

歴れ
き

講こ
う

座ざ

介か
い

護ご

講こ
う

座ざ

ぼ
し
ゅ
う

有料広告

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

１
日に

ち

体た
い

験け
ん

教き
ょ
う

室し
つ
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●
日
時

毎
月
第
１
〜
３
火
曜
日
、
10

時
30
分
〜
12
時
30
分
　
●
場
所

筑
紫

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
●
問
い

合
わ
せ
先

財
津
1
９
２
７
局
２
２
２

６●
日
時

６
月
２
日(

木)
・
23
日(

木)

、

11
時
〜
12
時
　
●
場
所

カ
ミ
ー
リ

ヤ
　
●
問
い
合
わ
せ
先

松
尾
1
９
２

２
局
５
９
３
５

ベ
ニ
ヤ
板
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
サ
イ
ン

ペ
ン
で
自
分
の
好
き
な
絵
を
描
き
、
作

品
は
部
屋
の
イ
ン
テ
リ
ア
や
壁
飾
り
に
。

●
日
時

毎
週
月
〜
土
曜
日
、
13
時
〜

15
時
　
●
場
所

自
宅(

松
ケ
浦
バ
ス

停
近
く)

●
問
い
合
わ
せ
先

井
上

1(

０
７
０)

５
５
７
２
局
２
７
６
８

●
日
時

水
・
木
曜
日
９
時
15
分
〜
、

金
曜
日
11
時
〜
・
19
時
30
分
〜
、
日

曜
日
20
時
〜
　
●
場
所

勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム(

金
曜
日
夜
は
カ
ミ
ー
リ
ヤ)

※
参
加
回
数
制
限
な
し
　
●
問
い
合
わ

せ
先

山
田
1
９
２
１
局
０
５
０
２

●
日
時

月
曜
日
15
時
〜
・
19
時
30
分

〜
、
水
・
木
曜
日
11
時
〜
、
第
３
日

曜
日
20
時
〜
　
●
場
所

勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム(

月
曜
日
夜
は
カ
ミ
ー
リ
ヤ)

●
問
い
合
わ
せ
先

時
1(

０
９
０)

７

５
３
６
局
０
０
８
８

●
日
時

６
月
４
日(

土)

、
10
時
〜
16

時(

受
付
は
15
時
ま
で)

●
場
所

あ

い
れ
ふ(

中
央
区
舞
鶴)

●
相
談
担
当

者

弁
理
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
行
政

書
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
弁
護
士
、

公
認
会
計
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
　
●
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
専
門
職
団
体
連
絡
協
議
会
1
４
４

１
局
３
５
９
０

４
月
１
日
か
ら
県
内
の
児
童
相
談
所

に
子
ど
も
に
関
す
る
専
門
の
電
話
相
談

員
を
配
置
し
、
休
日
・
夜
間
に
も
児
童

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
相
談
内
容

児
童
虐
待
、
養
護
、
非

行
、
育
成
な
ど
　
●
相
談
窓
口

中
央

児
童
相
談
所
1
５
８
６
局
０
０
２
３

エ
ア
ロ
・
筋き

ん

ト
レ
・
ヨ
ガ
で

心し
ん

身し
ん

づ
く
り

く
ら
し
・
事じ

業ぎ
ょ
う

な
ん
で
も

相そ
う

談だ
ん

フ
ェ
ア

マ
カ
ナ
ア
ロ
ハ

フ
ラ
ダ
ン
ス
会か

い

員い
ん

募ぼ

集し
ゅ
う

無む

料り
ょ
う

板い
た

絵え

塾じ
ゅ
く

休き
ゅ
う

日じ
つ

・
夜や

間か
ん

の
児い

く

童じ

相そ
う

談だ
ん

本ほ
ん

格か
く

ヨ
ー
ガ
教き

ょ
う

室し
つ

そ
う
だ
ん
（
無む

料り
ょ
う

）

無
む

料
りょう

栄
えい

養
よう

相
そう

談
だん

●日時 毎月第１・３火曜日、13時30分～15時30分

●場所 筑紫総合庁舎（大野城市白木原） ●相談

内容 専門的栄養相談、食品に関すること　●問い

合わせ先 筑紫保健福祉環境事務所健康増進係

1513局5583

健
けん

康
こう

アドバイス日
び

健康づくりや育児について、保健師・栄養士・健

康運動指導士が相談に応じます。

●日時 毎週火曜日(祝日除く)、９時～12時・13時

～16時(第３火曜日は18時～20時も受け付け) ※栄

養士による相談は第４火曜日の午後のみ　●場所

カミーリヤ　●申し込み方法 電話(FAX)で予約　●

申し込み・問い合わせ先 市健康推進課1920局8611

FAX926局6006

育
いく

児
じ

相
そう

談
だん

保健師・助産師・栄養士・歯科衛生士・保育士が

子育てに関する相談に応じます。

●場所・日時 ▽文化会館　６月13日(月) ▽カミ

ーリヤ　６月27日(月)、13時30分～14時30分　●対

象 就学前の子どもと保護者(予約不要) ●持参品

母子健康手帳　●問い合わせ先 市健康推進課1920

局8611

結
けっ

婚
こん

相
そう

談
だん

●日時 毎月第１・３日曜日、10時～15時　●場所

カミーリヤ　●問い合わせ先 市社会福祉協議会

1920局8008

心
しん

配
ぱい

ごと相
そう

談
だん

●日時 毎週火曜日、10時～15時　●場所 市福祉

事務所相談室　●問い合わせ先 市社会福祉協議会

1920局8008

高
こう

齢
れい

者
しゃ

法
ほう

律
りつ

相
そう

談
だん

●日時 ６月９日(木)、13時30分～16時30分　●場

所 カミーリヤ　●相談員 県司法書士会指定の司

法書士　●申し込み方法 事前に電話で予約　●申

し込み・問い合わせ先 在宅介護支援センター1926

局6099
有料広告

太た
い

極き
ょ
く

拳け
ん

「
美う

つ
く

し
の
会か

い

」

お
詫
び
と
訂
正

広
報
ち
く
し
の
５
月
15
日
号
掲
載
記

事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

P
４
　
「
４
月
か
ら
紙
お
む
つ
給
付
サ

ー
ビ
ス
事
業
の
給
付
要
件
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
」
の
対
象
者

(

誤)

①
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

る
65
歳
以
上
の
人

(

正)

①
介
護
…
…
65
歳
以
上
の
人
で
、

市
民
税
非
課
税
の
人
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乳
にゅう

幼
よう

児
じ

健
けん

康
こう

診
しん

査
さ

のご案
あん

内
ない

※対象者には個人通知をします。

４カ月児・10カ月児・１歳６カ月児健康診査

○受け方 健診票が届いたら、医療機関に電話で予約

してください。 ○持参品 母子健康手帳、健診票

１歳10カ月児親子歯科

○日時 ６月15日(水)、13時～14時　○場所 カミー

リヤ　○持参品 母子健康手帳、使っている歯ブラシ

３歳児健康診査

○日時 ６月９日(木)、23日(木) 13時～14時　※人

数の都合で月２回に分けて開催　○場所 カミーリヤ

○持参品 母子健康手帳、健診票、尿

問い合わせ先 健康推進課 1920局8611

【4カ月児・10カ月児・1歳6カ月児健康診査実施医療機関一覧表】

※筑紫野市・太宰府市のみ掲載。その他大野城市・春日
市・那珂川町の委託医療機関でも受診できます。

市
し

役
やく

所
しょ

1９２３局１１１１

Information

休日の当番医
きゅうじつ　　　とう　ばん　い 診療時間は9時～17時

（小児科は9時～23時）

※変更されることがありますので、市役所（1923局1111）　
　または消防署（1924局5034）でお確かめください。
　なお、内科と外科、小児科の平日夜間当番医については、
　消防署・市役所に問い合わせください。

６月５日（日）

内
外
産
小

西田医院
金子医院
シモムラ医院
徳洲会病院

二日市北
大野城市
那珂川町
春日市

９２５局４１１４
５０３局６５２０
９５３局１１１１
５７３局６６２２

６月12日（日）

内
外
産
小

済生会病院
済生会病院
西尾医院
徳洲会病院

湯町
湯町
紫
春日市

９２３局１５５１
９２３局１５５１
９２８局１１０３
５７３局６６２２

上下水道部 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1923局7111
山口出張所（山口コミュニティセンター）‥‥‥1922局2551
筑紫出張所（筑紫地区公民館）‥‥‥‥‥‥‥‥1926局2913
山家出張所（山家コミュニティセンター）‥‥‥1926局2809
御笠出張所（御笠コミュニティセンター）‥‥‥1922局2601
二日市コミュニティセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥1920局5123
筑紫南コミュニティセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥1919局8400
生涯学習センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1918局3535
市民図書館 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1928局4343
歴史博物館「ふるさと館ちくしの」‥‥‥‥‥‥1922局1911
五郎山古墳館 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1927局3655
解放センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局4136
総合保健福祉センター「カミーリヤ」‥‥‥‥‥1920局8000
竜岩自然の家 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1921局3455
文化会館 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1925局4321
勤労青少年ホーム ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1925局4801
農業者トレーニングセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥1923局6290
山家スポーツ公園 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局6636
宝満環境センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局5300
筑慈苑（斎場）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局1892
社会福祉協議会 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1920局8008
シルバー人材センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1919局7755
筑紫野警察署 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1929局0110
筑紫野消防署 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1924局5034
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６月上旬の当番業者

５月30日～６月５日

６月６日～６月12日

６月13日～６月19日

日　　　時

●問い合わせ先　上下水道部施設課(1９２３局７１１２)

業 者 名 電話番号

潮管工設備(株)

シージー設備(株)

(有)東邦産業

９２２局８１８０

９２５局７５６４

９２２局４４５７

市の人口・世帯数

水源情報（５月９日現在）

４月末日現在

人 口

世帯数

男 性

女 性

9 7 , 3 0 6

3 6 , 4 9 0

4 6 , 8 6 5

5 0 , 4 4 1

（＋402人）

（＋233世帯）

（　）内は前月比

６月の納税
が つ　　　　　の う   ぜ い

現在貯水量

総貯水量
貯水量

県営
山神ダム

市営
水呑ダム

100％

100％ 365千㎥
365千㎥

85千㎥
85千㎥

４月の交通事故
　発生件数………
　　　累計………
　死者数…………
      累計………
　傷者数…………
      累計………  
　物件事故………
      累計………
※（　）は前年比、累計は１月から

  63件
 241件（－42）

0人
   1人（－1）
  78人
 306人（－36）
 206件
 834件（－10）

市・県民税　  1期

国民健康保険税　　1期

 し      けん   みん   ぜい

こくみんけんこう  ほ けんぜい

き

き

介護保険料　　1期
かい  ご    ほ  けんりょう き

36,700部


